
電気の「見える化」と「アフターフォロー」電気の「見える化」と「アフタ フォ 」
による省エネのＰＤＣＡサイクルの促進

＜事業実施者＞

機器提供者 ： 日本テクノ株式会社機器提供者 ： 日本テクノ株式会社
機器利用者 ： 株式会社富士薬品
外部協力者 ： 特に無し
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１．事業の目的と「見える化」機器・サービス

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

１．事業の目的と「見える化」機器 サ ビス

温室効果ガス排出量の抑制の為、電気の「見える化」と「ア事業の目的事業の目的
フターフォロー」により、電力使用量を削減する。省エネ活
動を定着させる為、省エネのＰＤＣＡサイクルを構築する。

実験概要実験概要
全体のスキーム図

データ分析期間： ２０１０年１０月～２０１１年１月

省エネＰＤＣＡサイクルの構築

後Plan． 分析後マニュアル作成

D 省エネマニ アル実施Do． 省エネマニュアル実施

Check 毎日チェックシートの記録Check． 毎日チェックシートの記録

Action 効果検証・運用の見直し
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Action． 効果検証 運用の見直し



１．事業の目的と「見える化」機器・サービス

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

１．事業の目的と「見える化」機器 サ ビス

事業者概要事業者概要

電力の運用改善をはじめ、電力の小売りから、電気保安管理サービス、電気工事、
住宅省 ネ化事業等 電気に関して幅広く事業展開している 全国約3万4000社の住宅省エネ化事業等、電気に関して幅広く事業展開している。全国約3万4000社の
お客様との省エネルギー活動を通して、地球環境問題に取り組んでいる。

「見える化」機器・サービスの概要「見える化」機器・サービスの概要

ハード面：見える化モニター ※平成21年度の見える化事業にはなかった新しい機能である。

・電力量と目標設定値に対する進捗状況の表示電力量と目標設定値に対する進捗状況の表示
・新機能による1日最大48個(30分単位)の警報設定 ※

・目標デマンド値に対する進捗状況を表示するＬＥＤランプ ※

ソフト面ソフト面
・該当店舗オリジナルの省エネ運用マニュアルの作成と指導
・目標超過予測をお知らせするアラーム及び自動音声通報の設定調整
日々の省エネ活動を記録する省エネチ クシ トの作成と指導

3

・日々の省エネ活動を記録する省エネチェックシートの作成と指導



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

「見える化」効果の仮説「見える化」効果の仮説

見える化の対象

（誰に）ドラッグストアの従業員
社員、パートタイマー、アルバイト

店舗外観 見える化モニター

（何を）電力使用量、デマンド、電気代

１ 電気の見える化により 従業員が 電力使用量に対する関心を高める

期待する行動変化

１．電気の見える化により、従業員が、電力使用量に対する関心を高める。

２ 特に 営業時間外において節電行動の促進に繋がる２．特に、営業時間外において節電行動の促進に繋がる。

３ エアコンの稼働台数の低減や設定温度の管理が徹底される
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３．エアコンの稼働台数の低減や設定温度の管理が徹底される。



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

評価方法評価方法

２つのベースライン
アフターフォローの

※電力会社の計量日により、実際Ｈ２２年１０月６日～Ｈ２３年１月５日である。

見える化モニターの効果検証（３ヶ月間)
アフターフォローの
効果検証（１週間）Ⅱ

Ｈ２２年１０月 １１月 １２月 Ｈ２３年１月 ２月

ベ スラインⅠ 見える化 実施前「平成21年10月 12月」3ヶ月間ベースラインⅠ 見える化 実施前「平成21年10月～12月」3ヶ月間

ベースラインⅡ アフターフォロー 実施前「平成23年1月13日～19日」1週間

評価の方法

削 減 効 果 ベースラインの電力使用量 － 測定期間の電力使用量
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削 減 効 果 ライン 電力使用量 測定期間 電力使用量



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

実施対象とスケジュール実施対象とスケジュール

実施体制 管理責任者：日本テクノ株式会社 常務取締役 岩崎友彦

見える化検証実施 広報

事業運営・連絡 担当：
・事業開発本部部長 上野
ＭＣ事業部主任 前原

分析・調査実務担当：
・事業開発本部部長 上野
ＭＣ事業部課長 倉林

見える化検証実施

広報担当：
・広報室室長 中山
広報室 佐藤

広報

・ＭＣ事業部主任 前原 ・ＭＣ事業部課長 倉林
・ＭＣ事業部課長 久保田
・ＭＣ事業部課長 齋藤

・広報室 佐藤
・広報室 山田
・広報室 吉永

実施スケジ ル実施スケジュール

項目 日付 詳細

見える化機器設置 店 成 年 ／ 店 デ 店 成 年見える化機器設置 ※右記参照 Ｂ店：平成22年5月／Ａ店・モデル店：平成22年10月

現状把握(A店・ﾓﾃﾞﾙ店) 平成22年10月～11月 1日の電気の使い方やオペレーションの把握

店舗指導(A店・ﾓﾃﾞﾙ店) 平成23年1月(18･20日) 省エネマニュアルとチェックシートの運用開始

効果検証(A店・ﾓﾃﾞﾙ店) 平成23年1月(18･20日) 店舗指導前後の効果検証(1日単位、30分単位)
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現場調査(A店・ﾓﾃﾞﾙ店) 平成23年2月(3･17日) 従業員へのヒアリング、設定値の見直し



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

実施対象とスケジュール実施対象とスケジュール

実施対象の店舗概要と提供するサービス内容

他社のドラッグストア他社のドラッグストア

（所在地）茨城県龍ケ崎市
（規模）モデル店とほぼ同規模

Ｂ店
見える化
モニター

（規模）モデル店とほぼ同規模

㈱富士薬品のドラッグストア

（所在地）神奈 県相模 市Ａ店
見える化
タ

アフター
（所在地）神奈川県相模原市
（規模）モデル店と同規模

Ａ店

㈱富士薬品のドラッグストア

モニター フォロー

㈱ 薬
（所在地）茨城県龍ケ崎市

（規模）延床面積 ６００㎡弱

モデル店 新機能
見える化
モニター

アフター
フォロー

①見える化モニター
②アフターフォロー

（規模）延床面積 ６００㎡弱

：モニターを設置して電力の可視化を提供
：省エネ運用マニュアル掲示とチェックリストの提供
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③新機能 ：１日３０分毎の最大４８個のデマンド目標設定



２．事業の実施結果
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２．事業の実施結果

評価結果評価結果

評価結果 ＜モデル店＞

見える化 タ 見える化実施前(ベ ライ )と 月間比較見える化モニター
による削減効果

見える化実施前(ベースラインⅠ)との3ヶ月間比較

電力使用量 1,851ｋＷｈ減少 3.6％削減実績

見える化前：平成21年10月～12月(3ヶ月間) 電力使用量 51,233kWh 

見える化後：平成22年10月～12月(3ヶ月間) 電力使用量 49,382kWh 削減効果見える化後：平成22年10月 12月(3ヶ月間) 電力使用量 49,382kWh 削減効果

アフターフォロー
による削減効果

アフターフォロー前(ベースラインⅡ)との1週間比較

173 4 0による削減効果 電力使用量 173ｋＷｈ減少 4.0％削減実績

アフター前：平成23年1月13日～19日(1週間) 電力使用量 4,362kWhアフタ 前：平成23年1月13日 19日(1週間) 電力使用量 4,362kWh 

アフター後：平成23年1月20日～26日(1週間) 電力使用量 4,189kWh 削減効果

◎ 年間 電力使用量 6 002kWh 削減見込(二酸化炭素排出量 2 581ｋ ＣＯ2 削減見込)
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◎ 年間 電力使用量 6,002kWh 削減見込(二酸化炭素排出量 2,581ｋｇ-ＣＯ2 削減見込)
※上記の二酸化炭素排出量は、全電源係数(2004年～2008年の過去５年の実排出係数の平均値)の0.43(kg-CO2/kWh)をもとに試算する。



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

評価結果評価結果
実行前：1月13日(木)～1月19日(水)

アフターフォロー実施前後の実績＜モデル店＞

実行前：1月13日(木)～1月19日(水)
実行後：1月20日(木)～1月26日(水)

※平均気温は、気象庁HPの茨城県龍ケ崎の数値です。

単 温度℃単
位

温度℃

使用量 kWh 木 金 土 日 月 火 水 合計 平均

平均温度 2.0 0.1 1.2 0.5 3.4 2.4 2.4 - 1.7実 2.0 0.1 1.2 0.5 3.4 2.4 2.4 1.7

使用量 605 628 608 601 638 639 643 4362 623
行

前

平均温度 1.7 1.2 3.0 2.3 4.1 2.7 1.7 - 2.4

使用量 575 617 616 556 591 630 604 4189 598

実
行

後 使用量 575 617 616 556 591 630 604 4189 598

平均温度 -0.3 1.1 1.8 1.8 0.7 0.3 -0.7 - 0.7

後

評

変化量 -30 -11 8 -45 -47 -9 -39 -173 -24.7

前週 較 5 0 1 8 1 3 7 5 7 4 1 4 6 1 4 0 4 0

価
結
果
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前週比較 -5.0% -1.8% 1.3% -7.5% -7.4% -1.4% -6.1% -4.0% -4.0%
果



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

評価結果評価結果

見える化モニターによる削減効果(３ヶ月間分析) 削減率

見える化前：【ベ スラインⅠ】Ｈ21年10月 12月の3ヶ月間見える化前：【ベースラインⅠ】Ｈ21年10月～12月の3ヶ月間

見える化後：【 期間① 】Ｈ22年10月～12月の3ヶ月間

「見える化」による行動変化
1日最低1回 見える化モニターで「電力量の進捗確認」

※Ａ店：Ｈ22年8月頃から閉店が1時間伸びている。

効果Ａ 1日最低1回、見える化モニターで「電力量の進捗確認」効果Ａ
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２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

評価結果評価結果

アフターフォローによるの削減効果(１週間分析)
削減率

アフタ 前：【ベ スラインⅡ】Ｈ23年1月13日 1月19日の1週間アフター前：【ベースラインⅡ】Ｈ23年1月13日～1月19日の1週間
アフター後：【 期間② 】Ｈ23年1月20日～1月26日の1週間
※期間②にアフターフォローをして、省エネチェックを開始(Ｂ店を除く)

※期間②に「新機能（1日4回の目標設定)」（モデル店のみ)

「省エネ運用マニュアル」の実施による行動変化
実際の室温に基づいた空調制御(温度調節、一時停止)効果Ｂ 実際の室温に基づいた空調制御(温度調節、 時停止)

新機能による「1日4回の目標設定」の実施による行動変化
効果Ｃ
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目標超過をお知らせする警報を受け、空調を一時停止
効果Ｃ



２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

評価結果評価結果

30分毎の時間帯別の削減効果
店舗指導前後1週間を30分毎に平均値を算出して、増減量をグラフ化している。

増
加

指導前：1月13日(木)～1月19日(水) 指導後：1月20日(木)～1月26日(水)

０時 ３時 ６時 ９時 １２時 １５時 １８時 ２１時 ２４時

加

±0ライン
営業時間 １０時～２１時

削
減

開店準備時の削減効果
９時～１０時
－６．８ ｋWh
２２ ５ ％ 削減

削減している
時間帯は、
方グ

２２．５ ％ 削減

省エネ巡回時の削減効果
時 時

閉店処理時の削減効果
時半 時半 下方グラフ！１５時～１７時

－３．４ ｋWh
４．２ ％ 削減

２０時半～２２時半
－４．６ ｋWh
９．４ ％ 削減
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２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

「見える化」効果の要因「見える化」効果の要因

（１）運用マニュアルにより時間帯ごとの省エネ行動が明確化・具体化された。

●照明・換気扇スイッチ

●エアコン スイッチ

「省エネ運用マニュアル」
･各照明･空調等のON/OFF時刻
毎日の省エネ巡回時の詳細
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･毎日の省エネ巡回時の詳細
･最終退出時のチェック項目



２．事業の実施結果
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２．事業の実施結果

「見える化」効果の要因「見える化」効果の要因

（２）チェックシート記録時に画面の数値を見て行動の成果を自ら実感できた。

シール式温度計

エ コ タ イ ム １５ 時 最終退出時
夜
８

「エコタイム」の行動手順

エ コ タ イ ム １５ 時
・店内の温度確認
・巡回前後の電力を記入

最終退出時
・ナイトカバー
・照明、空調等

８
時
半
空
調
停
止

・レジ脇の上図の温度計を確認
・23℃以上の場合、各空調の
温度設定を１～２℃弱める。
換気扇OFF ※原則終日

実施後1週間 ： Ｈ２３年１月２０日（木）～１月２６日（水）

省エネ診断(数値：イメージ)
・換気扇OFF ※原則終日OFF

→ 赤色の3日間「室温24℃」
店舗では、空調を一時OFFした。
※店舗でのヒアリングによる情報です

後
前
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※店舗でのヒアリングによる情報です。



２．事業の実施結果
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２．事業の実施結果

「見える化」効果の要因「見える化」効果の要因

（３）１日４箇所の目標デマンド値の超過予測をして「アラーム音」で通知

アラーム音

２０：３０（閉店３０分前）

ピピッ

１５：００（エコタイム）
アラーム目標値 ３９ ｋW

（閉店 分前）
アラーム目標値 ３３ ｋW
全照明＋全空調停止

点滅

エアコン１０：００

アラ ム目標値 ３９ ｋW
全照明＋空調２台

エアコン
止め忘れ発見

１０：００
アラーム目標値 ４０ ｋW
全照明＋空調２台 ２１：３０

アラーム目標値 １６ ｋW
部分照明＋全空調停止部分照明＋全空調停止
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２．事業の実施結果

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

２．事業の実施結果

「見える化」効果の要因「見える化」効果の要因 注：この店舗では、セキュリティー上、ＷＥＢ閲覧サービスが

（４）前日の結果を日次レポート（ＦＡＸ）により把握・認識できた。

利用不可の為、当社から店舗に前日の結果をＦＡＸ送信。

日次レポート

昨日の結果

・ピークデマンド
・電力使用量

昨日のピーク

笑顔は「目標クリア」

昨日の ク
デマンド発生
時刻を把握可能

１日の電力使用
ピーク発生時間帯

量と目標との増
減率を把握可能

月間の進捗

予測の月間使用
量と目標との増

目標との
増減率
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量と目標との増
減率を把握可能増減率



温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

３．まとめ３．まとめ

事業の成果及び課題事業の成果及び課題成成

事業の成果 ＜全体＞

１．電気の見える化により、電力使用量に対する
社員の意識が向上した

省エネ実施前後の電力

社員の意識が向上した。

２．省エネ活動の成果をモニターを見て
その場で直ぐに実感して貰えた

後

前

その場で直ぐに実感して貰えた。 イメージ画像

事業の成果 ＜新機能：48コマ目標設定・警報＞

従来のデマンド警報は、ピーク時の改善しか期待できなかったが、この機能によ従来 ド警報 時 改善 か期待 きなか 機能
り、ピーク時の改善に加え、開店準備中、エコタイム、閉店処理中等のお客様の
ニーズに合わせたより細かな目標設定ができる。この警報は、省エネ運用マニュ
アルを徹底させる効果があり、使用量の削減を促進することができた。
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温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

３．まとめ３．まとめ

事業の成果及び課題事業の成果及び課題成成

事業の課題事業の課題

１．省エネ活動の継続・定着には、専門家による定期的なアドバイスが効果的。

２．日々の省エネチェックシートを継続させる管理ルールの設定(本部提出等)。

３．ＷＥＢ閲覧サービスにより、本部から「見られている化」を意識させる。

省エネの省エネのＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルの持続の持続
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見える化端末の画面イメージ例

温室効果ガス排出量「見える化」評価・広報事業

３．まとめ 見える化端末 画面 ジ例３．まとめ

今後の事業展開・普及施策今後の事業展開・普及施策及及

今後の事業展開

ドラッグストアを含め多店舗展開する企業様を中心に、見える化機器の導入によ
り運用改善を更に促進させる。特に民生部門の二酸化炭素排出量の抑制に貢献す
る また 夏期の電力不足には 運用改善によるデマンド抑制にも努めるる。また、夏期の電力不足には、運用改善によるデマンド抑制にも努める。

普及施策

・自社ＴＶ番組の放映

普及施策

※自社番組：BSデジタル7ch ”省エネの達人 企業編”

・環境市場新聞の発行(約32万部：年４回)

・当社のホームページに省エネ事例の掲載

・省エネ事例シートの作成と配布(顧客/未顧客)
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ご清聴ありがとうございました。
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